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In 2014, Hong Kong society experienced an unprecedentedly large 
pro-democracy movement, which became known as the Umbrella Movement. 
Though Hong Kong police repeatedly used violent tactics as they tried to “clear up” 
public spaces, demonstrators made dialogical use of those public spaces in a 
variety of ways and felt a sense of liberty in the Umbrella Movement. At the same 
time, however, feminists and female demonstrators pointed to the existence of 
gender trouble within the movement. For example, anti Umbrella Movement 
agitators used sexual violence against female demonstrators, and thus male 
demonstrators fell back on patriarchal thinking and wanted women to stand behind 
them. Thus, because they looked powerless, female demonstrators were 
marginalized in the democratic movement. Now Hong Kong feminists point out 
that when people fight against a superior power, they should relativize their sense 
of power. They argue that gender troubles in Umbrella Movement revealed serious 
problems with pro-democracy movements. In this essay, I will examine these 
gender troubles within the Umbrella movement and feminist responses to them. 
 
1. 民主化運動の直面した性／別問題 
 2014 年、香港で「雨傘運動」と呼ばれる空前の規模の民主化運動が起きた。行
政長官普通選挙をもとめた市民が、2 ヶ月にわたって香港市街の主要地域 3 箇所
を占拠（オキュパイ）したのである。香港中文大学の調査によれば、のべ 120 万 
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人以上が参加したという 1。 
 平和非暴力を掲げた大規模デモに対し、警察は催涙弾や胡椒スプレーの使用、
殴打、運動をリードしていた学生たちの逮捕など、暴力的弾圧を行った。マフィ
アによる市民襲撃や、雨傘運動に反対する人々（ブルーリボン 2）の暴行、挑発も
あり、運動参加者たちは激しい緊張にさらされた。 
 同時に、雨傘運動は無数の市民の表現と交流の場、豊かな対話的公共空間も作
りだした。占拠区では多様な交流、討論が行われ、アートや音楽などバラエティ
に富んだ表現手段で意思表明がなされた。 
 しかし、意見表明と意見交換が自由に行われる民主的空間が創造される一方、
香港のフェミニスト、女性たちは雨傘運動の中で深刻なジェンダー差別、性暴力
が生じていたことを指摘している。 
 ジェンダーを性／別と訳すのは、台湾の何春蕤 3である。性をカテゴライズし、
性別二元論に落とし込んでいくというジェンダー化作用を／で表した優れた訳だ。
雨傘運動ではまさに、運動を攻撃する者たちが、このスラッシュ、ジェンダーの
亀裂を作り出して運動を分断しようとしたのである。 
 現在日本の秘密保護法や安全保障法に反対する運動に対しても、女性参加者へ
の激しいバッシングがある 4。雨傘運動のジェンダー差別、性暴力の事例と、フェ
ミニストやデモに参加した女性たちの対応を検討することは、日本の民主主義を
求める運動の現在を考察するにも示唆あるものとなるだろう。 
 
                                                  
1 アップル・デイリー、2014 年 12 月 19 日、「中大民調推算 120 萬人 曾參與佔領
運動 逾半市民指政府應就政改具體讓步」。（http://hk.apple.nextmedia.com/news/art/ 
20141219/18974592）。 
2 雨傘運動のシンボルカラー、黄色に対して、青をシンボルカラーとしたことか
らブルーリボン（藍絲帶）と呼ばれた。 
3 何春蕤、2013、『「性/別」撹乱―台湾における性政治』、御茶の水書房。 
4 「ふぇみん」2015 年 8 月 15 日号、「福田和香子さんインタビュー 1 人の学生、
女として、路上で声をあげる」。 
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2. 対象  
 現在、香港では、雨傘運動を記録、考察する書籍や映像作品が多数発表されて
いる。本論考では、これら書籍と、筆者によるインタビューによって、雨傘運動
に参加した女性や、フェミニストたちの現状認識と、直面している課題を読み解
く。書籍資料としては 1984 年からジェンダー平等に取り組んでいる、香港のフェ
ミニスト団体・新婦女協進会 5 が雨傘運動参加者のインタビューをまとめた書籍、
『雨傘女子説 6』（筆者訳:雨傘女子は語る）を、映像資料としては女性たちへのイ
ンタビューで構成された香港クリスチャン・カウンシル制作のドキュメンタリー
映画『傘不走的女聲／Do you hear the women sing?』を対象とする。 
 これと合わせて、2015 年 2 月〜3 月および 8 月に行った、新婦女協進会スタッ
フ数名、香港クリスチャン・カウンシルの曹曉彤ジェンダー・ジャスティスプロ
ジェクト担当者）、香港大学副教授でジェンダー、セクシュアリティ研究者の何式
凝、香港中文大学学生会メンバーとして雨傘運動に参加した石姵妍へのインタビ
ューデータを用いる。 
  背景としての運動全体の状況については、運動の期間中から意見発信、交流、
運動の組織化のために盛んにもちいられていた SNS 上の記事、運動を詳細に記録
してきた新聞アップル・デイリー（蘋果日報）、香港独立系ネットメディアの記事
を参照する。 
 
3. 背景––空前の民主化運動 
 まず、本論文の扱う、雨傘運動の基本的な流れを確認しておこう。 
 2014 年、香港で行政長官の普通選挙を求める空前の民主化運動、「雨傘運動」
が起きた。同年 8 月 31 日に中華人民共和国の全国人民代表大会（全人代）常務委
員会は、2017 年の行政長官選挙の立候補者は、香港基本法に基づき設置された指 
 
                                                  
5 新婦女協進会 (http://hkaaf.blogspot.hk/)。 
6  新婦女協進会、2015、『雨傘女子説』、進一步多媒體有限公司。 
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名委員会（「提名委員會 7」）が「指名」する候補者に限る、と決定する。事実上中
国政府に対立する人物の立候補を不可能にするこの決定は、一人一票の投票権、
自由な立候補などの「国際水準」の普通選挙を求めていた香港市民の大方の意に
反するものだった。 
 抗議の声はすぐに上がった。大学生たちは、中国政府と、香港行政府に抗議す
る大学の授業ボイコットを計画した。香港では前年から、民主派知識人である戴
耀廷、陳健民、朱耀明らが、行政長官普通選挙を求め、香港の金融街・セントラ
ル（中環）を抗議集会で占拠する「愛と平和のオキュパイ・セントラル」（「讓愛
與和平佔領中環」8）を計画し、討論会などを重ねていた。このオキュパイ・セン
トラルのグループが大学生の授業ボイコットを支持し、デモを呼びかけるなかで、
本来 10 月の連休に計画されていたオキュパイ・セントラルが前倒しで開始された。
ボイコット参加者は１万人を超えた。さらに、デモは労働者、市民へと拡大し、
警察は学生デモ参加者の逮捕、包囲、胡椒スプレーの噴霧 9、催涙弾発射、撤退し
なければ発砲するとの警告など強硬な鎮圧をおこなった。しかしこれをきっかけ
として、さらに抗議運動は広がり、数十万人が街頭を占拠した。 
 胡椒スプレーや催涙弾から身を守るために、デモ参加者が傘やゴーグルを使用
したため、この運動は「雨傘運動」「雨傘革命」と呼ばれるようになった。そし
てその後 2 ヶ月以上続くことになる 10。 
 
4. 占拠がもたらした解放と対話の空間 
 最終的に、アドミラリティ（金鐘）、モンコック（旺角）、コーズウェイベイ（銅
鑼湾）の 3 箇所に集約された占拠区では、雨傘運動の期間を通じて様々な活動が 
                                                  
7 各業界団体から選出された 1200 名の委員からなる委員会。 
8 オキュパイ・セントラル（http://oclp.hk/index.php?route=common/home）。 
9 アップル・デイリー、2014 年 9 月 27 日「學生衝擊公民廣場／警武力驅散拘黃之
鋒」（http://hk.apple.nextmedia.com/news/first/20140927/18881488）。 
10
 アップル・デイリー、2014 年 9 月 30 日「外媒評價佔中雨傘革命」（http://hk.ap
ple.nextmedia.com/news/art/20140930/18884317）。 
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行われた。授業ボイコットを呼びかけた学生団体は、当初から「授業をボイコッ
トしても学ぶことはボイコットせず」（罷課不罷學 11）とのスローガンを掲げた。
占拠区でも「デモクラシー・フォーラム」（公民講場 12）、「流動民主教室 13」、ジ
ェンダーとセクシュアリティの研究者・何式凝らの設立した“University of 
Democracy-to-come”（未来民主大学 14）など、多くの公開講座や討論会が開かれ、
民主主義を支える対話的公共空間を作り出す試みが重ねられた。 
 雨傘運動終了後、路上対話集会「素人論壇」を行った新婦女協進会は、占拠区
には、普段は異なる場所で生活している者同士が意見交換をする対話の場があっ
たと書いている。 
 
オキュパイの時期、仕事や学校をボイコットして占拠区にいき、多くの知って
いる人、知らない人と、オキュパイについて、政治について、もしくは生活の
代償のことについて、つばを飛ばして議論し、あるいはお喋りした。生活の範
囲と人付き合いの範囲は一気に広がったようで、一つ一つの交流の中で、考え
方が豊富になり、見識が広がった。みんな少しずつわかっていることがあった
し、わからないことはみんなが教えてくれてわかったことも多く、段々自分な
りの考えが出来ていった。（筆者訳：新婦女協進会「素人論壇」案内文15） 
 
 また、雨傘運動には中高生も多数参加したことから、子どものための自習コー
ナー16 が作られたり、市民が物資を提供し、占拠区で若者に食事を配る人が現れ 
                                                  
11 アップル・デイリー、2014 年 9 月 13 日、「學民派單張宣傳罷課不罷學」
（http://hk.apple.nextmedia.com/news/art/20140913/18864684）、また学聯
（https://www.facebook.com/hkfs1958/posts/10152476067832872）。 
12  https://www.facebook.com/democracyforum2014?_rdr。 
13 「流動民主教室」（現・流動民主課室）など（https://www.facebook.civileducation 
nhk/）。 
14 https://www.facebook.com/democracytocome/。 
15 https://www.facebook.com/events/768975773156578/。 
16 「遮打自修室」（https://www.facebook.com/%E9%81%AE%E6%89%93%E8%87% 
AA%E4%BF%AE%5%AE%A4-295087864033030/?fref=ts）。 
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る17 など、相互扶助的コミュニティも形成されていた。コスプレ18 やアートとい
った多様な手段で意見表明がなされ、市民が自分の思いをポストイットに書いて
貼り付けた、レノンウォールとよばれる壁19 も「名所」となった。 
 香港の評論家・鄧小樺は 「雨傘運動の身体政治と権力関係」と題したシンポジ
ウムで、「占拠区では、一種の解放感を得ることができた」と発言している。
「道路、陸橋、車止めなどは、人の行き来や横断を妨げるものではなくなり」、仕
事帰りの疲れたサラリーマンたちが、「ちょっと座って行こうか」というような、
リラックスできる空間が出現していたというのである20。このように、「街頭を占
拠することは、都市の公共空間と生活をとりもどすことだった」21と感じている人
は少なくない。 
 『傘不走的女聲／Do you hear the women sing?』の企画・制作を行った曹曉彤
は、占拠区の一つであったアドミラリティを筆者とともに訪れた際、ビルとビル
の間の迷路のような道を通りながら、「（占拠中は）あの大通りをまっすぐ横切る
ことができて、こんな風にどうやって向こうに行こうかなんて考える必要はなか 
った。寂しい気がする」と話した。 
 しかし、こうした日常からの解放感や新たな公共空間の創出がもたらされる一
方、雨傘運動の期間を通じて、ジェンダーにまつわる暴力や差別は、運動に参加
する人々の間に亀裂をつくりだした。それは、雨傘運動を支持する側にも、運動 
                                                  
17 アーティストの Vivo Leung は、占拠区には毎朝自腹で用意した食事を配りに来
る女性がいたと話している。（2014 年 11 月 24 日、ゆる・ふぇみカフェ インター
ナショナル「雨傘運動ガールズ・トーク ～ヘイトなニッポンで香港デモの声をき
く～」（東京都文京区））。 
18 アップル・デイリー、2014 年 11 月 01 日、「【佔領旺角】殭屍隊巡遊道士：梁振
英隻妖孽快啲落台」（http://hk.apple.nextmrdia.com/realtime/breaking/20141101/530831 
24）。 
19 「連儂牆香港」（http://lennonwall.com/）。 
20 黃梓汶、2015.1.27「雨傘運動中的身體政治與權力關係」、『香港獨立媒體』、
（http://www.inmediahk.net/node/1030976a）。 
21 新婦女協進会、2015、『雨傘女子説』、進一步多媒體有限公司、p.11。 
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のあり方、運動を取り巻く社会への反省を迫るものだった。 
 
5. 痴漢部隊が攻撃したもの 
 雨傘運動における性暴力で、もっとも広く知られたのは反オキュパイ陣営によ
る痴漢攻撃だ。女性団体職員の Kani は、『傘不走的女聲／Do you hear the women 
sing?』の中で、オキュパイ開始後数日で、反オキュパイ陣営が「痴漢部隊」を組
織したと証言する。セントラルに勤務する P さんは、痴漢攻撃の被害者である。 
 
10 月 4 日の午後、ミニバスに乗ろうとして、アーガイル街を通り過ぎました。
そこで（筆者注：反オキュパイの）中年の男女が扇動的に騒いでいたので、ま
ともな人なら冷静になりなさいと言いました。まともな人だと思ったんです。
そうじゃないなんて誰が思います？ 一人のおばさんが私の携帯を奪って、お
じさんが取り戻せないように遮りました。そいつは私の胸を触ったんです。私
は痴漢！ と大声で叫びましたが、全然手をどけません22。 
 
 痴漢（非禮）といっても、人目につかないように犯行に及ぶイメージとは違う。
路上の、多くの人が見ているところで女性の胸をわしづかみにする暴行だった。
居合わせた人が撮影した P さんの痴漢被害は、ニュースでも報じられた23。 
Kani は、痴漢部隊について、「性を手段にして、女性を脅し、集会に参加させ
ないようにしている」と語る。性を手段にするのは「彼ら自身が、女性にとって
の最大の脅威が性であると信じているから」で、「女性は貞潔であるべきだ。強姦
や、痴漢をされれば、（女性は）汚れるという考え方なのです」と述べる24。 
                                                  
22 香港基督教協進會性別公義促進小組、2014、『傘不走的女聲／Do you hear the 
women sing?』、 (updated version) 香港（https://www.youtube.com/watch?v=Q_4VBH-_ 
cSI）。 
23 アップル・デイリー、2014 年 10 月 7 日「【佔領旺角】旺角非禮受害者 P 小姐：
有嘢要澄清」（http://hk.apple.nextmedia.com/realtime/breaking/20141007/52989871）。 
24『傘不走的女聲／Do you hear the women sing?』。 
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 P さんは被害を警察に届け、加害者の男女は逮捕された。P さんの胸には痣が
残っていたと確認されたが、P さんの服装が痴漢を引き越したというバッシング
も起きた。 
 女性の服装に性暴力の原因があるというのは、性暴力事件でよくみられる被害
者バッシング、レイプ神話の典型例だ25。P さんは、「衣服が犯罪を引き起こすと
いうような考え方は受け入れられない」、「たとえ、誰かが服を着てなかったから
といって、それは犯罪の口実にはならない」、と語っている26。 
 しかし、痴漢が女性への脅威だと信じたのは、痴漢部隊を組織した側だけでは
なかった。モンコックでは、反雨傘運動派やマフィアによるデモ参加者襲撃、小
競り合いが多かったこともあり、「男はモンコックを守り、女はアドミラリティ27へ」
（「男守旺角、女留金鐘」）と、女性がモンコックの占拠に参加すべきでないとい
うスローガンが唱えられるようになった28。 
 モンコック占拠区の女性をインタビューした、新婦女協進会の鄧安怡は次のよ
うに述べる。 
 
 多くの人が、「善意」から女性を「保護」しようとした。女性への一面的なイ 
メージだけによっていると、女性は何かを「できない」とおもえば、みんな（男
性も女性も）「結論」に飛びつこうとする。つまり、どうやって女性を「保護」
するのかということに。だから、雨傘運動女子がモンコックに支援に行くとい 
えば、だいたいは、「モンコックはすごく危険だから行かないほうがいい」と言 
                                                  
25 Ken Plummer, ”Telling Sexual Stories:Power, Change and Social Worlds” ,  
London: Routledge, 1993（桜井厚、好井裕明、小林多寿子、1995、『セクシュア
ル・ストーリーの時代：語りのポリティクス』、新曜社）、p. 140。 
26 新婦女協進会 ibid:32-33。 
27 アドミラリティ占拠区は「比較的秩序立ち、組織化されていた」。モンコックに
比べると安全と考えられていたという。（『傘不走的女聲／Do you hear the women 
sing?』） 
28 黃、前掲。 
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 われるか、「自分で身を守れ」と言われるか、どちらかだった。「いくな」とい
うのは、女性の参加を拒絶することだったし、「自分で身を守れ」というのは、
悪い女／頑固な女への罵りだった29。 
 
 すなわち、守られるべき善良な女性は、モンコックにいくべきではないとする
「常識」が作られてしまったのだ。反面、「占拠区女性は嫁にいける／モンコック
を守るのが男だ」（「佔領區的女性娶得過／守過旺角是真男人」）というスローガン
30からわかるように、「妻」の資格ある女性を守るため、男性は危険をおかすべき
だとも言われた。 
 警官隊や反雨傘運動派との衝突時にも、「女性は後ろへ下がれ」「女性は前に出
るな」と叫ぶ人がいたという。大学生の Charis は、衝突が起きる可能性がある所
に身を置くのは怖くないわけではない、とした上で、知らない男性から「お嬢さ
ん」「前に出るな」と言われたことについて、「私が前に出てるんじゃなくて、そ
の人が後ろにいるだけ」と、反発している31。保護すべき「お嬢さん」と呼ばれる
のは、無力な存在として扱われ、運動に参加しないよう言われることだった。 
 つまり痴漢部隊が目的とした、「女性を脅し、集会に参加させない」という目的
は、一部達成されてしまったと言えよう。 
 学生運動のリーダーの一人、学民思潮の周庭が「学生運動の女神」と呼ばれた
ことや、チョーク少女32 の表象について、嶺南大学副教授、映画監督の游静は「運
動に参加する女性が、女性が守られるべき清らかな乙女のイメージで語られてし
まうことは、若者をピュアなものとして画一化しようとすることであり、反省さ
れなければならない」33と述べている。 
 
                                                  
29 新婦女協進会 ibid.p.41。 
30 黃、前掲。 
31 『傘不走的女聲／Do you hear the women sing?』。 
32 雨傘運動の際、レノンウォールにチョークで絵を描いていたことで、警官隊に
逮捕された 14 歳の少女。 
33 黃、前掲。 
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 周庭は、女神と呼ばれることを否定し34、オタクであるとアピールするなど、守
られる清らかな女性像とは反対のイメージを発信している。それでも、「親衛隊」
ができるなど、周庭を「女神」とする見方は後を絶たない35。周庭ほどシンボリッ
クな存在でない女性たちも、保護主義にさらされた。痴漢攻撃は参加者の間に元々
存在した性別二元論に基づく亀裂を、利用し、強化したのである。 
 それでも女性たちは雨傘運動に参加し続けたが、それは反雨傘運動派だけでな
く、運動を危険だとする親や、モンコックに行くなという男性たち、親密な人々
との交渉を必要とした。社会運動家の洪曉嫻は、痴漢よりも、「泣いて現場から離
れてくれという、母親の電話の方がずっと怖い」と述べている36。 
6. インターネット上の「からかい」 
 雨傘運動では大学生をはじめ女性たちも、スピーチを行い、意見を述べた。し
かし、発言する女性への反発は、激しいものだった。 
 香港中文大学学生会・内務秘書（当時）だった石姵妍は、アドミラリティ占拠
区でスピーチをした際、香港主義者・右派学者である陳雲から Facebook 上で性
的からかいを受けた。石が運動のレベルアップ（次のより効果的な段階に進める
こと）について、いろいろな場所で宣伝活動を行い、人々の運動への理解を深め
ることもレベルアップである、と述べたのに対し、陳雲は「なるほど（彼女の胸 の
カップが37）レベルアップした」（「果然是升級了」）「（石さんの）写真を見ればわ
かる」（「看圖不評論」）と述べたのである。 
  Facebook のコメント欄には「カップ・レベルアップ運動を支持する！」（「支持 
                                                  
34 ホンコン・デイリー・ニュース（新報）、2014 年 8 月 9 日、「小妹有大志 女將
無悔社運」。 
35「“雨傘の女神”の 90 日戦争――10 代オタク女子が戦った香港大規模デモ／『学
民思潮』元スポークスマン・周庭さんインタビュー」（http://wakusei2nd.com/articles/ 
808）など。 
36 黃、前掲。 
37 香港で日常的に使われる広東語の音声で、級（レベル）は kap であり、胸のサ
イズを示す英語の cup と発音が似ている。 
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升 cup 運動」）などの書き込みがつき、陳雲はそれに賛意を示す「like」をつけて 
いた。石は、陳雲に対し Facebook で「学者がこれほど恥知らずになれるとは」、
「こんなふうに私の胸をあげつらうのは、性暴力だ」と言い返した。 
 当時彼女がまきこまれたインターネット上の攻撃について、石は筆者のインタ
ビューに答えて次のように語っている。 
 
石さん あの頃はすごい影響がありました。陳雲はたくさんファンがいますか
ら……。 
筆者  Facebook 上の？ 
石さん ええ、Facebook でだけ。Facebook にたくさんフォロワーがいるんで
す、その人たちが一緒になって私の体を批評して……私は本当に……「お
い、この女は自分の胸を強調してる」とか、それでいい気分はしません。
彼にセクハラをされていると思いました。それで、私は、私自身も自分
をフェミニストだと思っているので、これはダメだ、反撃しないといけ
ないとおもいました。ファイトバックです。で、私が反撃したものだか
ら、さらに騒ぎは大きくなって、彼らはますます私についてあれこれ言
いました。ネット上で私につきまとったんです。 
 
 石は過去の写真が晒される、石こそセクハラという言葉を用いて民主主義を抑
圧しようとしている、と揚げ足をとられる38 など、様々な嫌がらせにあった。彼
女は、「香港でインターネット上の右翼の影響力はとても強いんです。彼らは、大
勢でネットをくまなく探し回り、私の Facebook の写真とかを（晒した）。それか
ら、そんなに変な意味にとるな、騒ぎすぎだ、なんで自分たちがセクハラをして
いるなどというんだ、と。野次馬もいました」と語る。運動に参加した女性への
ネット上の攻撃は珍しくなく、石の友人には、さらにひどい攻撃を受けた女性も
いる39。 
                                                  
38 http://dadazim.com/journal/2014/11/weapon/。 
39 2015 年 8 月、筆者によるインタビュー。使用言語は中文。翻訳は筆者による。 
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 香港大学学生会会長（当時）梁麗幗は『傘不走的女聲／Do you hear the women 
sing?』で、「男女の違いはない」「向き不向きはあるがそれだけ」「私たちは平等
だ」と語った。梁のような「差異ある平等」の立場は、一般的に男性中心の秩序
を脅かしにくいとみられる。それでも、彼女もまた、雨傘運動後、民主派政党・
社会民主連線の陶君行から、「やらせてくれるといってもあいつをファックするの
はごめんだ」と罵られた。 
 陶君行は批判されたが、発言は政治的意見表明にすぎず、女性への侮辱にはあ
たらないと言った。「罵られたのが周永康40ならどうなんだ、私が同性愛だという
ことになるのか？」、「相手が男だろうが女だろうが、政治的に批判するだけだ」
と、罵倒は性的な意味ではないと謝罪を拒否し、批判する者が過敏だとしたので
ある41。 
 石たちの受けた嫌がらせに共通するのは、以下の二点だ。(1) 女性が政治的な発
言をすると、女性であるということが性に絡めた形で攻撃されること。(2) 攻撃を
受けた女性が抗議すると、たとえ明白な性的なからかいであっても、それは考え
すぎである、過敏である、攻撃した男性こそが「誤解」の被害者であると逆転さ
れて、さらに攻撃を受けること、である。 
 これら嫌がらせは、インターネット空間で広がったために、「インターネットの
辱め42」とされている。 
 
7. 民主化運動を民主化せよ――ジェンダーの視点から 
                                                  
40 香港学生連盟事務局長。男性。 
41 立場新聞 2015/5/7「『送比我都唔 X』罵梁麗幗――社民連陶君行被轟 否認侮辱
女性拒道歉」（https://thestandnews.com/politics/%E9%80%81%E6%AF%94%E6%88% 
91%E9%83%BD%E5%94%94x-%E7%BD%B5%E6%A2%81%E9%BA%97%E5%B9%
97-%E7%A4%BE%E6%B0%91%E9%80%A3%E6%88%90%E5%93%A1%E9%99%B
6%E5%90%9B%E8%A1%8C%E8%A2%AB%E8%BD%9F-%E5%90%A6%E8%AA%
8D%E4%BE%AE%E8%BE%B1%E5%A5%B3%E6%80%A7%E6%8B%92%E9%81%9
3%E6%AD%89/）。 
42 黄、前掲。原語は「網絡性欺凌」。 
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 本稿で記したのは、雨傘運動のジェンダー問題の、ほんの一部である。運動の最中か
ら、雨傘運動の女性参加者や、フェミニストたちは、デモのなかの様々なジェンダー問
題に注目してきた。 
 ジェンダー、セクシュアリティ研究者の何式凝は、「文化監暴」（文化界監察暴力行動
組43）と「未来民主大学」の「二つの小さなグループ」を組織し、運動に参加してきた。 
 しかし、何は、アドミラリティの強制排除が通告され、自発的に残る人々が逮捕され
ることが決まった日に、仕事で台湾へ行かねばならなかった。この日逮捕されることは
一種の「政治宣言」で、参加しない関係者も多かった。何自身、逮捕への参加は「して
もしなくても、いいこと」ととらえていた。それでも、何は、「私が、とても関係を維
持したいと思っている男性が、直接彼が私は残るべきだと思っていると言ってきた」こ
とに、激しく動揺した44。何は、このように社会運動に参加する女性が親密な相手の承
認を必要とすることも、社会のパターナリズムなのだと指摘している45。 
新婦女協進会は、Facebook に「性暴力の脅しを恐れず、平和闘争を堅持しよう」（無
懼性暴力威嚇，堅持和平抗爭）と題したコミュニティページを作り、運動の中で起きた
性暴力について調査を行い、ジェンダー視点で運動を振り返る先述の「素人論壇」をひ
らいた。「素人」とは、雨傘運動ではじめて社会運動に参加した人々のことである。「素
人論壇」は、運動団体の枠組みではなく、個人の視点から運動についての意見を述べる
ことを目指している。 
 2015年 2 月 28日の「素人論壇」では、次のような声が出た。 
                                                  
43 文化人、芸能人、学者などが占拠に参加し、自らへのメディアの注目を利用して警察
の暴力を監視するグループ。 
44 何式凝、2015、「前進就是心碎（反之亦然）：七問靈魂」、未来民主大学、『雨傘政治四
重奏』、進一步多媒體有限公司、p.63-65（筆者訳）。 
45 2015 年 3月、筆者らによるインタビュー。使用言語は英語、翻訳は筆者による。なお、
何は、現在運動と親密性の関係について研究にとりくみ、「日記」――オートエスノグ
ラフィーの形式で運動の最中から半年後までを振り返った『抗命時代的日常』（2015、
紅出版）を出版したほか、「雨傘運動の女性アクティビスト：協働フォーカスグループ
の分析」（「雨傘運動的女組織者：協作聚焦小組分析」）（2015）という映像作品をまとめ
ている。 
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 オキュパイの時、占拠区やテントの中は、まるで自分たちの「家」のようだ
った。「家」だという意味は、居心地がいいということでもあるが、私たちは自
分の本当の家でも、親密な関係にある者同士の間の怒りや欲望がたくさんうず
まいていることをしっている。 
 それでも「家」は「家」であり、私たちの居場所で、帰るところ、休むとこ
ろでもある。怒りは家の中にもある。 
 フェミニズムはその「家」の中でどうやって生き伸び、平等な関係をつくる
かをこれまで考えてきた。社会運動全体が、そういうフェミニズムの経験から
学ぶべきだ46。 
 
 何式凝は、前出のインタビューで、「私たちは民主主義を民主化しなければなら
ない」と語り、それには組織や国家ではなく、個人の立場に立ってきたフェミニ
ズムが役に立つと述べた。 
 雨傘運動が具体的変革に失敗した後、学生団体など大きな組織は影響力を減じ
た。新婦女協進会や何式凝は、「素人」に注目が集まり、運動に参加した個々人の
市民意識が問われる、香港の社会運動の現在の局面に、弱者、個人がいかにして
尊重され、発言するかという方法論が必要だという。それは、ウーマン・リブの
目指した、自己解放が社会の変革につながるという思想を、いかに民主化運動に
取り込むかという視点である。 
 曹曉彤は、『傘不走的女聲』で「素人」の女性にこだわった。他に語る場所を持
たない「素人」女性たちの声にフォーカスした理由は、「彼女たちの経験や、見聞
きしてきたことはすごく豊富な内容だった」からだという47。そして、何式凝は「デ 
モクラシーはマジョリティの支配ではなくコンセンサスを作り上げること」48であ 
                                                  
46 筆者フィールドノートより。原文は広東語。同席した曹曉彤により、北京語に
通訳されたものを、さらに筆者が日本語に訳している。 
47 2015 年 3 月、筆者によるインタビュー。原文は北京語。翻訳は筆者による。 
48 2015 年 3 月、筆者らによるインタビュー。原文は英語。翻訳は筆者による。 
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る、と言った。 
 弱者の尊重をいかに達成するかは、権力が暴力で弾圧を行う局面でも、必要な
思想である。女性は「モンコックへ行くな」という言葉は、モンコックをいわば
「前線」、アドミラリティは「銃後」と位置付けていたといえよう。 
 しかし、雨傘運動は香港の狭い都市空間で起きた。アドミラリティでも警察は
いつでも暴力をふるうことができたし、事実ふるっている。モンコックに多かっ
た反オキュパイ派の攻撃も、アドミラリティで同じように激しくなってもおかし
くなかった。デモ隊は平和非暴力を戦略として堅持していた。そうであれば、前
線に体力のある者を配置する軍隊モデルとは、別の戦い方があるのではないか。 
 モンコックで「前線」にいた藍藍は、警察がデモ参加者を殴打しようとする際、
男性は簡単に引かないから殴られやすい。相手が女性だと、警察もしつこく殴ろ
うとしない、と「保護主義」がむしろ女性の殴られにくさにつながると述べた49。 
 洪曉嫻は「運動の中の、身体的、言語的な攻撃や脅しには、絶対に屈せず、む
しろ脅しを直視するつもりだ」、「脅しに向き合わなければ、呪縛を緩めること
もできない」、「デモに参加すれば、痴漢に遭うかもしれない。だが、そんなこ
とで私を脅せると思ったら間違いだ」と言う。では痴漢などにどう対応すれば良
いのか、と聞かれて、洪は、「もちろん、一番いいのは相手がしていることが撮
影されること」だが、撮影ができなくても「女性自身が発言し、自分を有力な証
人とすることができます」と答えた50。洪の発言は、これまで性暴力を告発した、
日本軍「慰安婦」制度被害者のような女性たちが、自らの証言を武器とした51こと
を思い出させる。 
 何式凝は「力では中国政府に勝てるわけがない。中国は圧倒的な力を持ってい
るし、これからもっとプレッシャーをかけてくるだろう」52と語った。力では中国
政府に勝てない、という認識は多くの香港人に共通するものだが、そうであれば、 
                                                  
49 新婦女協進会 ibid.p.51。 
50 黃、前掲。  
51 大森典子、川田文子、2010、『「慰安婦」問題が問うてきたこと 』、岩波書店。 
52 2015 年 3 月、筆者らによるインタビュー。原文は英語。翻訳は筆者による。 
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運動の内部においても力を相対化する考え方が必要だろう。 
 「インターネットの辱め」は、江原由美子が「からかい」という言葉で分析した、「劣
位」のカテゴリーへの「軽侮」と「親密性」を利用する、ウーマン・リブへの攻撃と同
質のものだ53。石姵妍は、ネット上の攻撃への対処について、「大事なのは、言説空
間を作り出すことだ。書くことを通じ自分自身をエンパワーし、同時に相手に反撃す
る」のだと述べ、女性性が攻撃される言説空間そのものを変革しなければならないとし
ている54。 
 これら、社会運動を「民主化」するという視点でジェンダーに注目する女性たちが現
れる中、社会運動への攻撃に性が利用されることも続いている。今年3月のデモで、警
官に胸を触られたと叫び、引き倒されて逮捕された女性がいた。彼女に7月、「胸で警官
を襲った」（「以胸襲警」）、つまり痴漢を捏造して警官を罪に陥れようとしたという判決
が下った。新婦女協進会など香港の女性団体は即座に抗議し、「一人一ブラ」を身につ
けたバスト・ウォーク55（「胸群出動」）を行い、警察本部前で「胸は武器ではない」56と
叫んだ。 
 バスト・ウォークには長毛の愛称で呼ばれる、立法会議員梁國雄をはじめ、民主派男
性アクティビストもブラをつけて参加した57。香港のフェミニズムに詳しい、香港中文
大学の小出雅生は、「どう見ても被害者が刑事罰を受ける判決が出たことは、法治への
信頼を後退させます」58と述べ、この判決は市民社会を揺るがすと懸念している。 
                                                  
53 江原由美子、2012、『女性解放という思想』、勁草書房。 
54 黃、前掲。 
55 「胸群出動――抗議警方指女示威者以胸襲警 Breast Walk」（https://www.facebook.com/ 
events/90263409829564/）。 
56 アップル・デイリー、2015年 8 月 3 日、「高呼『胸部不是武器，警棍不是手臂』―― 
不滿以胸襲警判決 百人戴Bra示威」（http://hk.apple.nextmedia.com/news/art/20150803/1924 
1536）。 
57 香港独立媒体、2015年8月2日、「胸群出動 警總外抗議以胸襲警案」（http://www.inmedia 
hk.net/node/1036384）。 
58 小出雅生、2015.9、「香港便り 第 33便 胸が武器？」、『女たちの 21 世紀』、no.83。 
雨傘運動の性／別問題 
 
61 
 ジェンダーは、公／私の分類や、私領域のあり方など、私たちの足元を揺るが
す問題であるにもかかわらず、「女性の問題」としてゲットー化され、社会の中心
課題にならないことが多い。しかし、皮肉なことに、香港では民主化運動に亀裂
を入れる目的で性が利用されたことで、ジェンダーが民主主義のあり方を問う重
要課題の一つになりつつあるのかもしれない。 
 ジェンダー研究やフェミニズムは、運動のあり方そのものを変える示唆をもっ
ている。『傘不走的女聲』では、「普通選挙が実現しないと、セクシュアル・マイ
ノリティの問題も進まない」というレズビアン女性の声が紹介され、多数の市民
が一致できた「大きな傘」（雨傘運動が求めた民主化）の次に、個別のマイノリテ
ィの問題が注目されなければならない59としている。雨傘運動の最中に学生団体の
リーダーや芸能人がゲイ・パレードに参加する60など、民主化運動と他のマイノリ
ティ運動の交流も既に見られる。民主化運動が今後、こうした問題提起をどう受
けとめられるかが、問われているといえよう。 
※本研究は文部省科学研究費基盤研究（B）「ジェンダー平等社会の実現に資する
研究と運動の架橋とネットワーキング」（研究代表・牟田和恵大阪大学教授、2014
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